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病虫害は少ない。大きな樹になるとテッ

ポウムシ（カミキリムシの幼虫）が幹に

穴をあけることがある。 

根元からひこばえを伸ばし株立状になる

ので、古い枝を地際から除去して更新す

る。この方法だと一定の大きさに維持で

きる。剪定は黄葉を楽しんだ後の落葉期

がよい。 

早春に花をつけるので、落葉期に樹形を

整えておきたい。半日陰、湿り気のある

肥沃な土壌を好むことを理解すると管理

しやすい。肥料は腐葉土や堆肥が適して

いる。 
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好みの環境 

日当り 陽 ○ ○ ○ 陰 

土 壌 乾 ○ ○ 湿 

寒 さ 強 ○ 弱 

暑 さ 強 ○ 弱 

潮 風 強 ○ 弱 

葉に10ミリほどの丸い穴をあける虫がいる。こ

れはハキリバチの仕業。葉を巣材に利用してい

る。 

Memo 

早春、３～４月に淡い黄色の花に季節を感じる

樹。よく似たクロモジなどクスノキ科の植物は、

葉や実に特有の香りがある。山野の半日陰の湿

地などによく生育している。アブラは「油」、

チャンは「瀝青(れきせい）」のことで、樹皮や

実に油分が含まれることからの命名。 

生長：やや速い、雌雄異株 特 記 
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落葉／中高木／木本植物／在来種 

アブラチャン  [ 油瀝青 ]  
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